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会議録（１）

会議の名称
令和３年度 第１回飯能市地域福祉審議会

及び飯能市地域福祉活動計画推進委員会

開 催 日 時
令和３年９月１日（水）

開会 午後６時３０分 閉会 午後７時３０分

開 催 場 所
飯能市総合福祉センター ３階 大会議室

（Ｚｏｏｍによるオンライン会議）

議 長 氏 名 田中 英樹

出 席 委 員

田中 英樹 角田 健一 岡野 民嗣 橋本 誠一

綿貫 まなみ 清野 剛義 大野 泰規 大野 康

平沼 弘 濵中 政雄 松下 明男 森井 健一

講神 行雄 野村 五郎

欠 席 委 員 窪寺 朋子

説 明 者 の

職 氏 名

地域・生活福祉課主幹 森田 宜洋

地域・生活福祉課主事 馬場 俊一

飯能市社会福祉協議会主幹 野田 剛

飯能市社会福祉協議会主任 飯田 恵美

傍聴者の数 なし

会 議 次 第 別紙のとおり

配 布 資 料 別紙のとおり

事務局職員

職 氏 名

地域・生活福祉課長 竹井 伸次

地域・生活福祉課主幹 森田 宜洋

地域・生活福祉課主事 馬場 俊一

飯能市社会福祉協議会事務局長 双木 和宏

飯能市社会福祉協議会主幹 高橋 克巳

飯能市社会福祉協議会主幹 本村 洋

飯能市社会福祉協議会主幹 野田 剛

飯能市社会福祉協議会主任 飯田 恵美

飯能市社会福祉協議会主任 黒澤 太輔

飯能市社会福祉協議会主事 亀﨑 祐也
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会議録（２）

議事録の概要〈経過〉・決定事項

議事

（１）第３次はんのうふくしの森プラン 令和２年度実績報告について

配布資料について、事務局が説明し、承認された。

（２）第３次はんのうふくしの森プラン 令和３年度実施計画（案）について

配布資料について、事務局が説明し、承認された。
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会議録（３）

発言者 発 言 内 容

議長 それでは、議事に入ります。

まず始めに、「（１）第３次はんのうふくしの森プランの令和２年

度実績報告について」を議題といたします。事務局から説明をお願

いします。

地域・生活福祉

課主事

（アンケート資料市所管分を説明）

社会福祉協議会

主幹

（アンケート資料社会福祉協議会所管分を説明）

地域・生活福祉

課主幹

（資料１－１市所管分を説明）

社会福祉協議会

主幹

（資料１－１社会福祉協議会所管分を説明）

議長 説明は以上です。各報告について質疑応答を行います。皆様から

ご質問、ご意見、確認事項はございますか。

（質疑なし）

議長 社会福祉協議会の報告の中で、（株）ヴェルペンファルマとの活

動がとてもユニークでしたので、補足的に説明をいただけますか。

委員 当社に盲目のマッサージ師がおり、以前から学校に出向いて、

様々な教育に対する協力をさせていただいておりましたが、コロ

ナ禍であるため、ズームを活用しました。

本人は見ることができませんが、画面を通じて声を聴くことが

できました。また学校側も興味を持ち、後から手紙等をいただきま

して、喜ばしく、心温まる内容であったと思います。子供にとって

も良かったのではないかと感じています。このような時代ですが、

交流を持つことができて良かったです。社会福祉協議会の皆様に

もお世話になり、ありがとうございました。

議長 ぬくもり福祉会たんぽぽにおいても、新しい支え合いの取組を
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議長 行ったとのことで、補足の説明をお願いできますか。

委員 当会では、以前から毎週火曜日と金曜日に、小室クリニックの道

向かいに「寄ってケア」という居場所を開設しています。

その中で、第２、第４金曜日には、社会福祉協議会のＣＳＷが出

席し、出張ふくしの森ステーションという何でも相談会を実施し

ているほか、ＣＳＷが支援しているご家庭の子供たちの学習支援

も実施しています。

そして、この場所を、社会福祉協議会が支援しているグループ

「支え合い飯能」が、新たに実施する居場所づくりの取組のために

貸してほしいとの依頼があったことから、毎週水曜日に場所をお

貸しし、新たな居場所づくりの活動が始まっています。しかし、現

在はコロナ禍で、「支え合い飯能」の活動はお休みしています。

このように飯能の街なかで、少しずつ、支え合いの取組をやって

いけることは面白いと思います。

議長 ありがとうございます。

只今、ご質問の手が上がりました。発言をお願いします。

委員 資料１－１、４ページの基本目標４【安】、１－（２）の相談支

援者ネットワーク会議について、社会福祉協議会の実績において、

飯能・第二区で４回、原市場で７回とあります。

地域包括いなり町とＣＳＷやすこやか福祉相談センターと毎月

行っている会議もありますが、どのような会議がネットワーク会

議の回数としてカウントされるのかを教えてください。

社会福祉協議会

主幹

ネットワーク会議の回数は、当計画策定以後において、新規に立

ち上げたネットワーク会議の回数としています。

令和２年度は、コロナ禍で実績値が少なくなっています。

議長 他に質疑はございませんか。

それでは、「（１）第３次はんのうふくしの森プランの令和２年度

実績報告について」は、承認することでよろしいでしょうか。

（異議なし）

議長 それでは、承認することといたします。

続きまして、「（２）第３次はんのうふくしの森プラン令和３年度

実施計画（案）について」を議題といたしますので、事務局から説

明をお願いします。
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地域・生活福祉

課主事

（資料２－１市所管分、資料「公共交通を「つくる」取組の紹介」

を説明）

社会福祉協議会

主任

（資料２－２社会福祉協議会所管分を説明）

議長 説明は以上です。皆様からご意見やご質問はございますか。

議長 「はんのうふくしの森みらいカレッジ」を今年も実施すると思

いますが、どのような見通しで考えているのかを補足説明をいた

だけますか。

社会福祉協議会

主幹

ふくしの森リーダーの養成を目的とした「ふくしの森みらいカ

レッジ」は、今年度も新型コロナウイルス感染症の状況を鑑みなが

ら、２回実施する予定です。１回目は１１月、２回目は２月頃と考

えております。

また、会場については、総合福祉センターは新型コロナウイルス

ワクチン接種の会場となり、不確定な要素であることや、市内全域

から参加していただけるように、南高麗福祉センターや原市場福

祉センターを活用しながら、地域での開催をしていきたいと考え

ております。

委員 社会福祉協議会の計画１ページ目の情報の共有と発信について、多

様な媒体のところで、インターネットの活用を今後もいろいろと進め

られると思いますが、インターネットの使い方の勉強会等を実施して

ほしいとの声が多くあります。２段目のオンラインシステムの活用に

ついて、具体的な計画があれば教えていただきたいと思います。

社会福祉協議会

主幹

社会福祉協議会が管理、運営している総合福祉センターの事業とし

まして、今年８月下旬に高齢者を対象としたスマフォ講座を開催しま

した。多数の方にご参加いただいております。

また、オンラインについては、現在近隣の市町村社協との連絡会の

中で、特に第２層協議体のメンバーを中心に、ズームの体験講座を２

月頃に開催できるよう企画を進めているところです。

議長 ありがとうございます。

また、皆様から事前質問をいただき、それに対する回答をお配り

しておりますので、目を通していただいていると思いますが、この

場で新たに質問等があれば追加して構いませんが、いかがでしょ



6

議長

議長

うか。

他にご意見等がないようでしたら、今回説明のあった実施計画

の内容については承認するということでよろしいでしょうか。

（異議なし）

それでは、承認することといたします。

コロナ禍というハンディがありますが、その中でできることを

実施していくことになると思いますので、よろしくお願いします。

また、私から総括的なコメントとして話しをさせていただきま

す。

第３次プランになり、大きな前進面が見られました。新型コロナ

ウイルス感染症の影響により後退した局面があることは事実で

す。交流の場がなかなか持てなかったことは非常に残念です。しか

し、前進した面として、このふくしの森を育てていくための基盤と

なる組織づくりは、かなり進んだと思います。ほとんどの地域には

地域福祉推進組織が出来上がり、本日もその代表の方々が参加し

ているように、組織づくりがすごく進んだということが第一の印

象です。

また２点目は、広報活動にかなり力を入れてきたのではないか

と思います。はんのうふくしの森プランの認知度も広がりました。

コミュニティソーシャルワーカーという言葉は、他の地域では

苦戦していますが、この言葉も随分広がったという印象を持って

います。特に小学校等にクリアファイルを配っており、かなり好評

ではないでしょうか。クリアファイルを家に持ち帰ると、家族が目

にするので「ＣＳＷ」がわかってきたので、効果的なツールを使っ

た広報活動がかなりできたのではないかという第二の印象です。

３点目は、本日報告にもありましたが、足の確保です。飯能にお

いてはかなり大きな課題で、高齢化の中で、自家用車を運転できな

い人の数がどんどん増えていきます。すると、何処にも出かけるこ

とができず、地域で孤立して困る方が増えていきます。病院に定期

的に受診する方、買い物に行きたい方、友達と会いたいなど、その

ニーズは高いです。それには、共助の部分を膨らますことは非常に

意味のあることであり、そのために、社会福祉法人の公益的な活動

を始めるとのことから、共助の活動の層が広がり、その点が前進面

であると思っています。

このように、新しい人材が次々とふくしの森プランに参加して

いただけると、将来が明るいと思います。

今後、当計画を大きく花開かせたい、実らせたいと思っています
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議長 ので、皆さんにはこれからもよろしくお願いしまして、まとめとい

たします。

本日の議事は以上になりますので、これをもちまして議長の任

を解かせていただきます。

委員の皆様、積極的なご意見、ご協力ありがとうございました。

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。

令和 年 月 日

議長の署名


